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N 加 1
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神 尾 好 是 教 授 略 歴
最 終 学 歴
昭 和 4 1 年 3 月
昭 和 4 7 年 3 月
生 年 月 H
本 符 地
職 名
所 属
職
歴
昭 和 4 7 仟 4 見 朝 日 麦 酒 株 式 会 社 入 社 . 中 央 研 究 所 勤 務
昭 和 四 年 6 月 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 バ ー ク レ ー 校 ( p r o { . N i k a i d 0 研 究 室 ) 博 士 研 ヲ 、 員
昭 和 5 1 年 2 月 イ リ ノ イ 大 学 ア バ ナ 校 ( p r o f .  N i s h i d a 研 究 室 ) 博 士 研 ヲ L 員
昭 和 5 1 年 8 月 信 州 大 学 医 学 部 ( 細 菌 学 講 座 ) 助 手
昭 和 5 2 仟 4 打 信 州 大 学 医 学 部 ( 細 菌 学 講 座 ) 助 教 授
昭 和 5 9 年 9  上 ] ~ 昭 和 6 0 年 8 月 米 団  U n i f 0 1 ・ m e d  s e r v l c e s  u n l v e r s i l y  o f t h e  H e a l t h  s c i e n c i e s
客 員 助 教 授
昭 和 6 2 年 Ⅱ 月 束 北 大 学 農 学 部 ( 農 芸 化 学 科 ) 助 教 授
平 成 6 年 7 月 東 北 大 学 農 学 部 ( 応 用 生 物 化 学 才 斗 ) 教 授
平 成 Ⅱ 年 4 月 東 北 大 学 大 学 院 農 学 研 究 利 ・ ・ 応 用 生 命 科 学 専 攻 ' 教 授
平 成 1 5 年 4 打 東 北 大 学 大 学 院 農 学 研 究 科 ・ 生 物 産 業 創 成 科 学 専 攻 ' 教 授
平 成 1 3 年 4 月 ~ 平 成 1 5 年 3 月 東 北 大 学 評 議 員 ( 併 任 )
平 成 1 6 年 4 打 ~ 平 成 1 7 年 3 打 束 北 大 学 大 学 院 農 学 佃 究 科 ・ 副 研 究 科 長 ( 併 任 )
平 成 1 8 年 3 月 東 北 大 学 を 定 年 退 職
昭 和 1 7 午 5 月 5 日
宮 城 畊 1
教 授
柬 北 大 学 大 学 院 農 学 研 究 科
東 北 大 学 農 学 部 農 芸 化 学 科 卒 樂
東 北 大 学 大 学 院 農 学 研 究 科 農 芸 化 学 専 攻 紺 士 課 程 修 了
字 イ立
昭和47年3 村
平成 5年12月
昭和62卸 3 村
平成Ⅱ午3打
乎成15イ下 3 j]
膿学糟上(東北大学)
Nリ:(1匠学0
学会等における活動(役職等)
日オg呉二化学会梨"1架委員(斗り戎5 午~平成15年)
日木生化学会全惨1行町美a (・十り戎5年~現在にゼる)
Π本qゾt勿1二学会令住Π平議R (〒成6午~現在に至る)
Π本膿芸化学'会編染総務委員会委員(レビュー担当)い1り戍8年~平成N年)
日本農1_qヒデ会理*(平成9年~平成11年)
Π本農芸イヒフ会全国評議貝いW或9年~現存に¥る)
Π本細菌学会評議a 例切虹0年~平成16年)
膿女化学挺励会遺吉委員会安員(平成10年~現征に李る)
1ΠtemaⅡonalstaphylococcisy1川)osium in sendai' 99 Ⅲ1催占可り戊111卞)
第44回ブドゥ球菌研究会開枇X いP成11年)
日本膿芸化学会受賞造穹委員会委貝(平成Ⅱ年~平成13年)
H本細保i学会到!事(平成12年~平成Nι月
平成14年U本農会化学会全剖火会実行委員長いF成13年~乎h虹4年)
口本艘芸化学会東北支部長(平成13年~平成15年)
日本学術振興会・国際科学恊力打業委員会委貝(平成14年~平成15年)
火学而測11影判立授句1劉"膿学分野W門研オ而委員(平成14年~平成16年)
財円法人野矧産業科学研究所遺吉委貝佃所艾15年~現征に予る)
ロオU呉芸化学会副会長・理*(平成15年~平成17年)
酢集補酵*を楽しむ会1刑催青何切父16年)
日木膿芸化学会学予1覗舌動強化委n会委員長く乎成15年~平成1フィ円
Π本膿芸化学会80枯」年記念企画委員会委員長(〒成16年~現在に至る)
川同法人野Ⅱ1産業科学研究所評議委n (平成16午~現在に亨る)
第52回商京シンポジウム朋催音(平成17臼0
H小膿二化学会受賞逃考委員会委員長(平成17年~現在に〒る)
帳わ農芸化学奨励会般事(乎成17年~現在に〒る)
東北学1笂大CJ客員敦授(平成17年~現在に〒る)
H本ボリアミン研究会第20回研究発衷会朋催吉(平成18作)
1987年唆膿芸化学奥励賞
1999年座膿芸化学会賞
2002年腔 Biosci. Biotechn01' Bioichem,兪文lt
社会における活動
ユネスコ微生物凶際人学院研修講座運営委n いF成5年~平成15年)
4Ⅱ)東北インテリジェントコスモス遺ぢ委貝(平成8イに~現在に¥る)
日本ら邦li振興会特別緋究貝 1段密査委員(平成8午~平成12年,平成15年~現在に至る)
利学研究費 1段密査委員(平成10年~平、成12年)
宮妨剣1,1中小企業団体小央会宮城県食品安全性検'付委員会委貝長(平成12郁~平成13年)
科学研究豊2段密杏委員(平成12年~平成141り
日本学ネ仔振興会特別研究員2段審否委員(平成玲年~平五U4年)
又城大学評価委員可勺戎N11り
日本学術振興会国際科学協力・嘔業委員会委員い怜父14年~平成15年)
??
大 学 評 価 学 位 授 与 機 1 筈 農 学 系 教 青 評 価 専 円 委 貝 ( ' f 成 1 4 年 ~ 平 成 1 6 年 )
ユ ネ ス コ バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 研 修 講 座 運 営 委 貝 何 り 戍 1 5 午 ~ 現 在 に 至 る )
生 物 系 特 定 産 業 技 術 研 究 推 進 機 構 評 価 委 員 ( 平 成 1 5 年 ~ 現 在 に 〒 る )
( 財 ) 野 Ⅲ 産 業 利 . 学 研 究 所 遺 苦 委 員 糾 り 戊 1 5 作 ~ 現 在 に 〒 る )
( 弼 ) 野 田 産 業 利 . 学 研 究 所 遼 吉 委 員 副 委 員 長 ( 平 成 1 5 年 ~ 現 在 に 至 る )
( 1 1 お 野 田 産 業 利 学 研 究 所 評 議 貝 い 怖 戈 1 6 年 ~ 現 在 に 至 る )
口 本 学 術 振 興 会 先 端 研 究 拠 点 事 業 一 段 審 査 妥 貝 ( Ψ 成 1 7 年 ~ 現 作 に 至 る )
仙 台 市 民 生 委 員 炯 り 或 1 7 年 ~ 現 在 に 至 る )
併 任 大 学 及 び 研 突 所
大 畩 大 学 , 農 水 省 食 品 総 合 研 究 所
非 常 勤 講 師
北 海 道 大 学 , 東 京 大 学 , 名 占 屋 人 学
九 州 大 学 , 信 州 大 学 , 新 潟 人 学 、 _ 三 チ 大 学 . 束 北 学 院 火 ¥
国際学会
招待講演
Inla'national Drug resislance meeting,1984.6, Toky0 σapan)
Inla'national congress of polyamine for life sdence,1986.8, Hakone σapan)
SaleⅡile symposiulnofthe 71h internalionalsymposium on ruminant physi010部,1989,
Hakone σapan)
The lstAsia myc010gy symposium,1991, Toky0 σapan)
ThaiBioengineering meeting,1991.8, Bangkok (nailand)
The 8th lnla'national symposi山n on staphylococci and staphylococcalinfections,
1996.6.23-26, NX・1es・bains (France)
ネ責 目 、 J、
Polish・Japanese seminar "Trends in protein research",1997.11.18-19, poznan
(poland)
Inla'national staphylococci symposi山n 血 Sendal '99,1999.9.17・18, sendai σapan)
JSPS・NRcr/DOSI'/LIpvvccjoint seminar,1999.11.22-24, penang (Malaysia)
Ihe 3rd international symposiuln on life science,2000.9.19, cheju qく0ria)
JSPS・NRCT/DOST/UPI/vccjointsemin雛,2000.11.18-22, Lombok qndonesla)
New Aspects of Biocalalysis: science and Techn010gy,2001.4.30-5.2, Taipei
(Taiwan)
酵索科学と酵素下学における新潮流に関する日本ーイタリアシンポジウム,
2001.11.11-13,京都(日本)
Cun'ent Trends of Biotechno]ogy in Finland and Japan,2002.9.16-20, Helsinki,
TU地ku (Finland)
JSPS・NRcf/Dosr/npvvccjointseminar,2003.3.69, Bangkok al]ailand)
?
2T h e  9 Ⅱ I  s w i s s 、 J a p a n e s e  J o i n t  M e e t i n g  o n  B i o l e c h n 0 1 0 g y  a n d  B i o p r o c e s s
D e v e l o p m e n t , 2 0 0 4 . 9 . 1 2 ・ 1 5 ,  M U I ' r e n  ( s w i t z e r l a n 〔 D
T 1 1 e  1 1 1 1 1 1 n l e r n a l i n a l  s y n 〕 p o d i 山 n  o n  s l a p h y l o c o c c i  a n d  s t a P 1 1 y l o c o c c a 1 1 n f e c t i o n ,
2 0 0 4 . 1 0 . 2 3 - 2 9 ,
C h a l ' 1 e s l o n  ( U .  S .  A . )
日 本 一 フ ィ ン ラ ン ド ニ 国 闇 交 流 セ ミ ナ ー . 2 0 0 4 . 1 0 . 1 3 , 京 都  q 1 本 )
J S P S . N R C I ' / D O S T / L I p v v c c  j o i n t  s e m i n a r , 2 0 0 4 . 1 2 . 1 - 6 ,  B a l i ( 1 n d o n e s i a )
ユ ネ ス コ 玉 郭 枯 科 学 プ ロ グ ラ ム に 関 す る フ ォ ー ラ ム 、  2 0 0 5 . 3 . フ - 1 0 ,  B a n g k o k  ぐ f h 且 Ⅱ a n ( D
1 1 1 e  1 3 t h  G e r m a l 〕 , J a p a n  w o r k s h o p  o n  E n z y m e  T C C I ] n 0 1 0 g y , 2 0 0 5 . 9 . 2 5 - 2 7 ,  u b e r Ⅱ n 又 e n
( G e n n a n y )
I n t e r n a t i o n a 1 1 n t e l ・ d i s c i p l i n a l y  c o n f e r e n c e  o n  v i l a m i n s ,  c o c n z y m e s ,  a n d  B i o f a c t o r s
2 0 0 5 , 2 0 0 5 . 1 1 . 6 - 1 1 ,  A w a j i  σ a p a n )
一 般 講 演 及 び ポ ス タ ー 発 表
G m ・ d o n  R e s e a r C 1 1  C o n f e r c n c e s  o f l ) a c t e l ' i a l  c e 1 1  S u r f a c e , 1 9 8 7 . 6 .  N e w  l o n d 0 1 1  ( U .  S .  A . )
G o r d o n  R e s e a r c h  c o n f e l ' e n c e s  o f  p o l y a m i n e s , 1 9 8 7 , 6 ,  N e w  L o n d o n  ( U .  S .  A . )
G o r d o n  R e s e a r c h  c o n f e r e n c e s  S ね P h y l o c o c c a l  D i s e a s e s , 1 9 9 5 . 1 0 . 1 - 6 , 1 r s e e  ( G a ' m a n y )
T 1 1 e  8 Ⅱ 1  1 n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  s t a p l 〕 y l o c o c c i  a n d  s t a p h y l o c o c c a l i n f e c t i o n s ,
1 9 9 6 . 6 . 2 3 - 2 6 ,  N X ・ 1 e s ・ b a i n s  (  F r a n c e )
G m ' d o n  R e s e a r c h  c 0 Ⅱ f e r e n c e s  s t a p h y l o c o c c a l  D i s e a s e s , 1 9 9 9 . 5 . 9 - 5 . 1 4 , 1 1  C i o c c o  ( 1 1 a l y )
T h e  l o t h  l n t e n 〕 a l i o n a l  s y m p o s i u m  o n  v i t a m i n  B 6  a n d  c a r l ) o n y l  c a t a l y s i s  a n d  4 t h
m e c l i n g  o n  p Q Q  a n d  q u i n o p r o l e i n s , 1 9 9 9 . 1 0 3 1 - 1 1 . 5 ,  s a n t a  F e  ( U .  S .  A . )
G o r d o n  R e s e 1 Ⅱ ・ c h  c o n f e r e n c e s  o f l 〕 o l y a m i n e s , 2 0 0 1 . 6 . 2 4 - 2 8 ,  N e w  L o n d o n  ( U .  S .  A . )
T h e  l o t h  l n t e m a t i o n a l  s y l n p o s i u m  o n  s t a p h y l o c o c c i  a n d  s t a l ) h y l o c o c c a l i n { e c t i 0 1 玲 ,
2 0 0 2 . 1 0 . 1 6  - 1 9 ,  T s u k u b a  σ a p a n )
T h e  4 山  T h e  A w a j i l n l e r n a t i o n a l  f o r u m  o n  i n f e c t i o n  a n d  i m m u n i t y , 2 0 0 4 . 8 . 3 0 - 9 . 2 ,
A w a j i  σ a p a n )
The 8th symposium on laclic acid baclel'1a,2005.8.28-9.1, Egn]ond aan zcc
(Netl]el'1ands)
Inla'naliona11nlerdisciplinary con{erence on vilamhls, coenzymes, and Biofacl01'S
2005,2005.11.6-11, Awaji σapan)
国内学会(最近5年間)
招待講演
日本乍物、f学会シンポジウム,山梨大学,2001午 9 j1271、1~28R
Π木生物11学会創立80周年"d念大会,グランキューブ大阪.2002年10村29f_1~3011
第481可ブドウ球[父i側究会,女ムグラントホテル,2003年9 村 4 H ~ 5 11
仲 f研究会,鬼怒川,20偽年松月50~ 6 Π
第 1回東北入学ソゞイオサイエンスシンポジウム,仙台圧N祭センター,2004年5j・1141ヨ
発酵と代謝シンポジウム,京都,200ι41モフ月8 "~ 9 H
第2 廸川Uヒノぐデバイオサイエンスシンポジウム,仙台ばN祭センター,20備11-5月160
3
科学研究費
,股研究(C)f細胞壁ぺプチドグリカンに共有結合したポリアミンの牛理機能につ
いて、1(代2そ) 198γ甲
・特定研究「グラム陰州、糾菌の表層構造と機能に関する緋究」 qC1■ 1982年
・一般研究綿)1'プラスミド RIS1 の複製,リ町市機構に関する餌究」(分"D 1982~
19器午
・ー'般研号モ(C)「ポリアミン含村ぺプチドグリカンの太価"契における機能1(代表)
1982 ~ 1983年
般研究田)1'プラスミド RIS1の複製案の全榊造と機能の解析」(分担) W84~
1985年
4・ 一 般 研 究 ( C ) 「 ペ プ チ ド グ リ カ ン に 共 有 結 合 し た ポ リ ア ミ ン の 生 理 機 能 に 関 す る 研
究 」 ( 代 表 )  1 9 8 6 午
一 般 研 究 田 ) 「 プ ラ ス ミ ド  R t S 1 の 必 須 タ ン パ ク 質 の 精 製 と そ の 機 能 解 析 」  U ) 担 )
1 9 8 6 ~ 1 9 8 7 年
一 般 研 究 田 ) 「 ペ プ チ ド グ リ カ ン に 共 有 結 合 し た ポ リ ア ミ ン の 生 理 化 学 的 硫 立 」
( 代 表 )  1 9 8 7 ~ 1 9 朋 年
. 一 般 靭 究 ( C ) 「 ペ プ チ ド グ リ カ ン に 共 有 結 合 し た ポ リ ア ミ ン の 細 菌 表 層 に お け る 生
理 機 能 」 ( 代 表 )  1 9 8 9 年
・ 一 般 研 究 ( C ) 「 ペ プ チ ド グ リ カ ン に 共 有 結 合 し た ポ リ ア ミ ン の 生 理 化 学 的 研 究 」
( 代 表 )  1 9 9 0 年
・ 、 般 研 究 田 ) 「 エ ル ビ ニ ア 属 細 菌 の ぺ ク チ ン 質 分 解 酢 素 の 造 伝 子 構 造 . 発 現 制 御 及
び 分 泌 機 能 に 関 す る 研 究 」 ( 分 担 ) 1 9 9 1 ~ 1 9 兜 年
. 総 合 研 究 ( A ) r M R S A の ロ イ コ シ ジ ン に 関 す る 生 化 学 及 び 分 子 生 物 学 的 研 究 ( 分 担 )
1 9 兜 ~ 1 9 船 年 」
総 合 研 究 ( A ) r M R S A が 産 生 す る 膜 障 害 毒 素 に 見 い だ さ れ る 共 通 す る 部 分 ( 分 1 助
1 9 9 3 ~ 1 9 鮖 年 」
. 一 般 研 究 ( C ) r 黄 色 ブ ド ゥ 球 菌 の ロ イ コ シ ジ ン 及 び γ 一 ヘ モ リ ジ ン の 構 造 と 活 性 発
現 の 相 関 に 関 す る 研 究 」 ( 代 表 )  1 9 9 4 ~ 1 9 9 5 年
基 雛 研 究 ( C ) ( 2 ) 「 黄 色 ブ ド ゥ 球 菌 の ロ イ コ シ ジ ン 及 び γ へ モ リ ジ ン の 血 球 崩 壊 機
枇 の 解 明 ( 代 表 ) 」  1 9 9 6 年
基 盤 研 究 ( A ) ( 1 ) 「 細 菌 の 病 原 性 の 分 子 遺 伝 学 的 研 究 一 黄 色 ブ ド ゥ 球 菌 サ イ ト ト キ
シ ン 」 ψ N 旦 )  1 9 9 6 ~ 1 9 9 8 午
. 国 際 学 袮 拓 升 究 「 レ ン サ 球 菌 の 酸 素 毒 性 防 笹 Ⅲ こ か か わ る N A D H オ キ シ ダ ー ゼ の 酸 素
に よ る 発 現 調 節 」 ( 代 表 )  1 9 9 7 ~ 1 9 9 8 年
基 盤 研 究 ( B ) ( 2 ) 「 黄 色 ブ ド ゥ 球 菌 の ロ イ コ シ ジ ン 及 び ガ ン マ ヘ モ リ ジ ン の 血 球 崩
壊 機 構 の 解 明 」 ( 代 表 )  1 9 9 7 ~ 1 9 9 8 年
. 基 盤 研 究 ( B X 2 ) 「 ス テ ビ ア 発 酵 液 の 除 菌 作 用 の 解 明 及 び ス テ ビ ア 発 酵 液 を 利 用 し
た 病 原 細 菌 駆 除 技 術 の 開 発 」 ( 代 表 )  1 9 9 8 ~ 1 9 9 9 年
・基盤研究田X2)「黄色ブドウ球菌の血球崩壊毒素の蟆孔形成及び券素機能発現機
構の解明」(代表) 19四~2000年
・芽1智肝究(B)(2X国)「黄色ブドウ球菌ロイコシジンおよびガンマヘモリジンの 3
次元構造の創り明」(代表) 19羽~2000年
基盤研究(B)(2)「ステビア発酢液の殺苗物質の同定及び本物質を利用した病原細
菌除去技術の開発」(代表) 2000~2001年
萌芽的研究「生物の新規鉄結合蛋白質を介した酸素耐性機榊の解明」(代表)2000
~2001年
・学術振興会大型研究 dcBiotech)「微生物による廃棄物処理と資源再循環」(分担)
2000~2004年
・基盤研究田)(2)「黄色ブドウ球[埼の血球崩壊毒業の膜孔形成と標的細胞認識機構
の解明」(代表) 2001~2002年
萌芽的研究「牛物の新規鉄結合蛋白質DⅢを介した酸素而1性機構の解明及びDpr
の起業化への試み」 qt表) 2002~2003年
基盤研究田X2)「ヘテロフ呈休膜孔形成毒素の粘密描造,形成機序並びに細胞崩
壊機構の解明(代表)」 2003~2004年
・特定領域(2)「黄色ブドウ球菌の膜孔形成毒素における膜孔形成および標的細胞認
識機構に関する研究」(代表) 2004~2005作
萌芽研究「生物の酸素耐性遺伝子dルの制御による生体般化機構の解明とDprの
起業化の試み」(代表) 2004~2005年
基盤研究偶)f黄色ブドウ球菌の膜孔形成毒素における膜孔形成及び標的細胞崩壊
機構の解明」(代表) 2005~2006年
5
受託研究
・(社)日本食品利・学工学会「食品,容器包裴りサイクル商度化技術の開発事業一微生
物を用いたポリ乳酸プラスチックの再生利用技術の開発」1996~20飢年
農林水産省「バイオテクノロジー先端技術シーズ培養研究ーポリ乳酸及び多糖分
解酵素の機能ドメイン描造の改変による機能解明及び廃棄物の再利用技術の開発」
2000~2004年
6利 学 技 術 振 興 財 け 1 「 ポ リ 乳 彫 " ナ 解 峠 楽 造 伝 子 大 匙 発 現 シ ス テ ム 」  2 0 0 1 年
( 株 ) ヤ ト ロ ン 「 プ ラ ス マ ロ ー ゲ ン に 剣 す る モ ノ ク ロ ナ ー ル 抗 休 の 作 製 と 木 抗 休 の
プ ラ ス マ ロ ー ゲ ン 欠 扱 症 の 早 . 娚 診 断 薬 へ の 応 用 」 1 9 9 1 年
G 知 ヤ ト ロ ン 「 感 写 W 征 の 診 断 薬 の 剛 発 _ 1 1 9 兜 年 ~ 1 9 9 3 仟
( 株 ) J B B  「 病 原 大 腸 菌  0  - 1 5 7 及 び 他 の 食 1 - 1 ・ ^ " j 細 菌 に 六 、 1 す る ス テ ビ ア 抽 出 液 の 殺
菌 有 効 成 分 の 単 1 鮠 ・ 同 定 及 乙 匂 却 京 細 伐 i 感 染 家 畜 へ の 木 1 刎 質 の 投 与 に よ る 感 染 防 」 上
の 技 術 の 硫 辺  1 9 9 7 ~ 1 9 9 8 q 二
研 突 代 表 者 と し て 文 科 省 お よ び 日 本 学 術 振 興 会 以 外 か ら の 競 争 的 獲 得 研 究 費
内 験 記 念 財 N I 「 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 の ロ イ コ シ ジ ン 及 び γ へ モ リ ジ ン の 構 造 と 機 能 に
関 す る 研 究 」 ( 1 9 9 4 午 唆 )
川 わ 日 独 文 化 研 究 所 「 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 の 血 1 鮪 勺 壊 毒 楽 に 鬨 す る 研 究 」 ( 1 9 9 5 年 度 )
武 田 科 学 振 興 弼 団  1 、 苗 色 ブ ド ウ 球 菌 の ロ イ コ シ ジ ン 及 び γ へ モ リ ジ ン の 血 球 認 織
機 t 苛 の 解 明 _ 1  a 9 9 6 介 り 男
山 H ・ 1 科 学 振 興 財 団 「 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 の ロ イ コ シ ジ ン 及 び γ へ モ リ ジ ン の 描 造 と 機
能 」  d 9 9 6 年 度 )
上 原 記 念 小 命 利 ご 獣 犲 団 「 ブ ド ウ 球 菌 の 血 球 崩 壊 毒 素 の 映 孔 形 成 機 枇 」  d 9 9 9 年 度 )
( 財 ) イ ン テ リ ジ ェ ン ト コ ス モ ス 学 術 振 興 財 団 「 黄 色 ブ ド ウ 球 保 i の ロ イ コ シ ジ ン 及
び γ へ モ リ ジ ン の 1 防 造 と 機 能 」 ( 1 9 9 9 年 度 )
三 島 海 雲 記 念 財 団 呼 げ 寝 菌 で 見 出 さ れ た 新 規 鉄 結 合 タ ン パ ク 質 を 介 し た 酸 素 而 竹 生
機 描 の 角 4 " ル ( 2 0 0 0 年 井 D
( 財 ) 野 田 産 業 利 ・ 学 研 究 所 浮 L 酸 菌 の 新 規 鉄 結 介 タ ン パ ク 質 D P I ・ を 介 し た 酸 系 耐 竹
機 構 の 解 明 並 び に D p r を 利 用 し た 細 菌 の 育 祉 と 鉄 イ オ ン 除 厶 技 術 の 開 発 」 ( 第 1
回 研 究 助 成 、  2 0 0 1 午 度 )
カ シ オ 利 . 学 振 興 財 団 稔 上 物 の D 郡 ・ タ ン パ ク 質 を 介 し た 新 規 陵 案 耐 性 機 構 の 解 明 並
び に D p r  を 利 用 し た 細 閑 の 育 稙 と 鉄 イ オ ン 除 去 技 術 の 開 発 」 ( 2 0 0 1 年 度 )
・ 長 瀬 科 、 学 村 蔀 樹 辰 興 財 団 「 生 物 の 新 規 鉄 結 合 タ ン パ ク 質 D p r を 介 し た 酸 素 耐 性 機 柚
の 解 明 」 ( 2 0 0 2 年 度 )
研究原著論文,総説・解説及び著書
<細菌の産生する細胞崩壊毒素の遺伝子,構造,及び作用機構に関する研究>
( 1) T. HayaS11i, Y. klmio, and Y. Terawaki, purHication and charade"zation of
Cylotoxin h'om the crude exlract of 四Seπd0魏0究αS αιrlfgi110sa, Microbia/
Pathogennesis,6,103-112 a989)
( 2 ) T. Hayashi, Y. Kamio, F. Hish血山11a, K. Titani, and Y. Ta'ιIwalくi, Pι1イd0抗ω1αS
αι九イghlosa cy[()toxin:1]1e nuclcotide sequence of lhe gene and the lnechanism
Of activalion oftl)e pr010xin, U01. Micl'obi01.,3,861、868 (1989)
( 3 ) A. Rahlnan, K.1Zald,1. Kato, and Y.1(amio, Nudeolide sequence ofleukocidin
S・ componenl gene q1イhs) form melhiC111in resistant stαつhylocoCι1ιS α討rιNS,
Biochem. Biophys. Res. commun.,184 (1),138・144 a99D
( 4 ) A. Rahlnan, K.1Zald,1. Kalo, and Y. Kamio, Molecular doning and nuc]eotide
Sequence ofleukocidin F・ component gene (1Whn from methiCⅡⅡn resislant
Stαつhyl0ι0ιι1ιS α1ιアι1ιS, Biochem. Biophys. Res. commun「 184 (2),640-646
a992)
( 5 ) Y. Kalnio, A. Rahman, H. Nariya, and K.1Zald,1he lwo staphylococcal bi、
Componel〕1toxins,1eukocidin and gamma・hemolysin, SI]are one compoent in
Common, FEBsh此,321(D,15-18 a993)
( 6 ) A. Rahman, K.1Zaki, and Y. Kamio, Galnma・hemolysin genes in the salne
famⅡy with hιhF and h貌S genes in melhiCⅡⅡn resistanl stαつhylocoCαイS α1ιre1ιS,
Biosci. Biotechno/, Biochem.,57 (フ),1234-1236 (1993)
7
(フ) H. Nariya, K.1Zaki, and Y.1(amio, The c・termina11'egion ols componenl of
Staphylococca11eukoddin is essentia] for the bi010gical activily of the toxin,
FEBS ιe此.,329 (2),219-222 (1細3)
(8)神尾好是.黄色ブドゥ球菌のロイコシジンおよびガンマヘモリジンの構造と
1舌性発現.ι/本鷹造船会,活(総説),88ao)、 786-7鮖 a鯛3)
( 9 ) H. Nariya,1. Asami, T. ozawa, K.1Zald, and Y.1くamio,11npl'oved lnethod for
Purificalion o{ 1euRocidin and gamma・hemolysin coml〕onents from
StαつhylococcNS α記アι1イS, Biosci. Biotechn01. Biochem.,57 a2),2193-2199 a993)
8( 1 0 )  T .  o z a w a , ] .  K a n e l く 0 ,  H .  N a r i y a ,  K . 1 Z a l d ,  a n d  Y . 1 ( a m i o , 1 n a c t i v a 1 1 0 n  o f  g a n 〕 m a 、
h c m o l y s i n  a c l i v i l y  b y  t h e  e x o g e n 0 1 1 S  a d d i t i o n  o f  m o n o s i a l o g a n g l i o s i d e  G M l  i n
1 〕 山 n a n  e r y t h r o c y t e .  B i o s c i .  B i o t e c h n 0 1 .  B i o c h e m . ( r a p i d  p a p e r ) , 5 8  ( 3 ) , 6 0 2 ' 6 0 5
a 9 9 4 )
( 1 1 ) 成 谷 広 文 , 神 尾 好 是 . 黄 色 ブ ド ゥ 球 菌 の 二 成 分 蛋 白 磁 素 、 イ ι 学 と 乍 物 ( 觧 説 ) .
3 3 , 7 0 1 - 7 叫 ( 1 9 9 4 )
d 2 ) 神 尾 好 足 . 黄 色 ブ ド ゥ 球 苗 の ロ イ コ シ ジ ン と ガ ン マ ヘ モ リ ジ ン の 柚 血 と 活 性 .
a 泌 : ι ! 1 二 ( ¥ と テ を 会 , 話 ( ミ ニ レ ビ ュ ー ) , 6 8 ( 2 ) , 2 6 3 - 2 6 6  ( 1 9 9 4 )
a 3 )  W .  C I ] o o r i t ,  J .  K a n e k o ,  K .  M u r a l n 0 1 0 ,  a n d  Y . 1 ( a l n i o ,  E x i s t e n c e  o f  a  n e w  l 〕 r o l e l n
C o n u 〕 o n e n l  w i t l 〕  t h e  s a m e  f u n c t i o n  a s  L u k F  c o m p o n e n l  o f  l e u k o c i d i n  0 1 '
g a m m a 、 h e m o l y s i n  a n d  Ⅱ S  R e n e  i n  s t α つ h y l 0 ι 0 ι ι 討 S  a N 光 群 S  P 8 3 ,  F E B s  h t t ・ , ゛ 0 7 ,
2 6 0 - 2 6 4  ( 1 9 9 5 )
( 1 4 )  1 .  o z a w a ,  J .  K a n e k o ,  a n d  Y .  K a m i o ,  E s s e n t i a l  b i n d i n g  o f  L u k F  o f
S t a l 〕 h y l o c o c c a 1  γ 、 1 ] e m o l y s i n  f 0 1 1 0 w e d  l 〕 y  l h e  b i n d i n g  o f  H  γ  1 1 f o r  l h e  h e l n o l y s i s
O f  l 〕 u m a n  e 1 う 7 1 1 1 1 ' o c y t e s ,  B i o s c i .  B i o t e c h n 0 1 .  B i o c h e m . ( r a p i d  p a p e r ) , 5 9  ( 6 ) ,
1 1 8 1 - 1 1 8 3  a 9 9 5 )
( 1 5 )  H .  N a r i y a  a n d  Y . 1 ( a m i o , 1 d e n t i l i c a l i o n  o f t h e  e s s e n l i a l r e g i o n  f o r  L u k s ・  a n d  H
γ  1 1  S p e c i f i c  f u n c l i o n  o f  s t a p h y l o c o c c a 1 1 e u k o c i d i n  a n d  y ・ h a n o l y s i n ,  B i o s c i .
召 i o t e c h n 0 1 .  B i o c h e l n . ( r a p i d  p a l 〕 e r ) , 5 9  ( 8 ) , 1 6 0 3 - 1 6 0 4  a 9 9 5 )
( 1 6 )  K .  s u d o ,  W .  C I 〕 o o r i t ,  J .  K a n e l く 0 ,  a n d  Y .  K a m i o ,  s u b s l i t u t i o n  o f  l y s i n e  f o r
a 〕 e  N 、  t e r m i n a 1  2 1 7 1 h  a n l i n o  a c l d  r e s i d u e  o f  t h e  H  γ Ⅱ  o f
a r σ l n H ] e  1 Π
S t a P 1 1 y l o c o c c a 1  γ " h e m o l y s i n  l o w e r S  1 1 〕 e  a c t i v i t y  o f 1 1 1 e  t o x i n ,  B i o s c i .  B i o t e c h n 0 1 .
B i o c h e m . , 5 9  ( 1 の , 1 7 8 6 - 1 7 8 9  a 9 9 5 )
( 1 7 ) れ 川 毛 好 是 , 黄 色 ブ ド ゥ 球 菌 の ロ イ コ シ ジ ン 及 び ガ ン マ ヘ モ リ ジ ン の キ 冉 血 と 伯
主 細 胞 認 識 特 畏 性 「 再 燃 す る 剤 h 知 感 染 症 1  菜 根 出 版 ( 君 ¥ 1 ' 分 担 ) . 三 瀬 , 橋 本 ,
寺 } 恊 編 .  P P . 3 3 - 5 4  ( 1 9 9 6 )
( 1 9 )  T .  T o m i t a  a n d  Y . 1 く a m i o ,  M o l e c u l a r  b i 0 1 0 g y  o f t h e  p m ' e ・ f o r l n i l 〕 g  c y l o l y s i n s  f r o m
S t α つ h y l o c o c a t S  α 1 ι 光 討 S , α 、  a n d  y 、 h e m o l y s i n s  a n d  l e u k o c i ( 1 i n ,  B i o s c i .  B i o t e c h n 0 1 ・
β i o c h e l n . ( R e v i e w ) , 6 1  ( 4 ) , 5 6 5 - 5 7 2  a 9 9 7 )
a 8 )  J .  K a n e k o ,  K .  M u r a m 0 1 0 ,  a n d  Y . 1 く a m i o ,  G e n e  o f  h ι h F ・ P V ・ Ⅱ k e  c o l n p o n e n t  o f
P a n l o n 、 v a l e n t i n e  l e u l く O c i d i n  l n  s t α つ 1 1 y l o m C α イ S  a N 1 ι 記 S  P 8 3  i s  l i n k e d  w i l h  ル h u ,
B i o s c i .  B i o t e c h n 0 1 '  B i o c h e l n . , 6 1  ( 3 ) , 5 4 1 - 5 4 4  a 9 9 7 )
(20)J. Kaneko,1. ozawa, T. Tomlta, and Y. Kalnio, sequential binding of
Staphy]ococca1 γ・hemolysin to human elythl'ocytes and coml)1ex formalion of
11]e hemolysin on the ce11 Surfacc, Biosci' Biotechn01. Biochem.,61 (5),846、
851 a羽7)
(21) N. sugawara/「.'romita, and Y. Kamio, Asselnbly of stαつ11yl0ιOCC1イS α1ιrι1イS y、
hemolysin into a p01'e・formil〕g ring・shaped colnplex on 11〕e humal] e1γtl〕rocyles,
FEBs h此,410,333337 a997)
(22)H. Nariya and Y. Kamio,1den1所Cation of the minimum segment essentialfor
the H γ 11・speci丘C function of slaphylococca17・hemo]ysin, Biosci. Biotechn01.
Biochem.(1'叩id P叩er),61aの,1786-1788 a的7)
(23) J.1くaneko,1. Kimura, Y. Kawakami, T.10mjta, and Y. Kamio, panlon、
Valentine leukocidin genes in a phage・1ike parlicle isolalcd h'om milolnycin c、
treated stαつhylocoCι1ιS α記π記S V8 (ATCC 49775), Biosci. Biotechn01. Biochem
(rapid P叩er),飢(11),1960-1962 (1997)
料1尾女f是, stαつ1沙10卯ιC1ιS α群1ι1ιS のロイコシジンおよびγ、ヘモリジン.遺イ云(24)
子の起源及び毒素活性特異性を決定している最小領域,Π本寂加卿学緋融絲念
説),52(4).703-718 (1997)
(25)H. Nariya, A. Nishiyama, and Y.1(amio,1denlification of the minim山n segment
in which lhe lhreonine・246 residue is a polential phosphorylated sile by protein
kinase A for 11〕e Luks・specific fundion of staphylococca11eukocidin, FEBS
h丘.,415,96-10o a997)
(26) H. Nariya, A. shimalani, T. Tomila, and Y.1(amio,1denli丘Cation oflhe essen廿a]
amino acid residues in Luks for the hemolytic activity of slaphylococcal
Ieukoddin towar(1S rabbit elylhl'ocytes, Biosci. Biotechn01. Biochem.,61 a2),
2095-2四9 a四7)
(27)金子淳,成谷宏文,神尾好是,黄色ブドウ球曲の三成分タンパク遜素ロイ
コシジンとγへモリジン造伝子の起源と溶血機構に迫る.佗学と生物印]稲兒),
36,160-1備(1998)
(28)J. Kaneko, T. Kimura, S. Narita, T.10n]ita, and Y. Kamio, complete nucleolide
Sequence and molecular cl]aradel'izalion of lhe temperate slapylococcal
baderiopahge ψPVL carrying panlon・valenline leU1ζoddin genes, Gene,215,
57-67 a998)
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1 0
J .  K a n e k o ,  A .  L .  M a s c a r e n a s ,  M .  N .  H u d a ,  T .  T o l n i t a ,  a n d  Y .  K a m i o ,  A n  N 、
( 2 9 )
I c r l n i n a 1 1 ・ e g i o n  o f  1 皿 k F  o f  s l a p h y l o c o c c a 1 1 e u k o d d i n / γ ・ 1 ] c m o l y s i n  c r u c i a l  f o r
t l w  b i 0 1 0 g i c a l  a c l i v i t y  o f  t 1 1 e  l o x l n ,  B i o s c i .  B i o t e c h n 0 1 .  B i o c h e m . ( r a p i d  p a p e r ) ,
6 2  ( フ ) , 1 4 6 5 - 1 4 釘  a 的 8 )
1 < .  Y o k o t a ,  N .  s u g a w a l ・ a ,  H .  N a r i y a ,  J .  K a n e k o ,  T .  T o m i l a ,  a n d  Y .  K a m i o ,
( 3 0 )
F u r t h e r  s t u d y  o n  t 1 1 e  N o  p i v o t a l  p a l ' t s  o f  H l g 2  f 0 1 '  t l ] e  f U Ⅱ  h e m o l y t i c  a c t i v i t y  o f
S l a p h y l o c o c c a 1  γ 、 1 〕 e m o l y s i n , お i o s c i .  B i o t e c h n 0 1 .  B i o c h e m . , 6 2  ( 9 ) , 1 7 4 5 - 1 7 5 0
a 9 9 8 )
A .  N i s h i y a m a ,  H .  N a r i y a ,  a n d  Y . 1 く a m i o ,  p h o s p h o r y l a t i o n  o f  L u k s  b y  p r o t e i n
( 3 D
I d n a s e  A  i s  u ' u c i a l  f o r  t h e  L U I く S ・ S I 〕 e c i f i c  f u n c l i o n  o f  t h e  s l a l 〕 h y l o c o c c a l
I e u R o d d i n  o n  h u l n a n  p o l y m o r p h o n u c l e a r  l e u k o c y l e s ,  B i o s c i .  B i o t e c h n 0 1 .
B i o d l e m . ( r a p i d  p a p e r ) , 6 2  ( 9 ) , 1 8 3 4 - 1 8 3 8  a 9 9 8 )
神 足 好 是 , 黄 色 ブ ド ゥ 球 菌 の 細 胞 崩 壊 毒 素 の 造 伝 ・ f . 榊 造 , お よ び 作 用 機 構( 3 2 )
の 解 明 . Π I C 農 去 佗 亨 4 会 ' 1 「 ( 統 論 兒 ) . 7 3  ( フ ) , 7 0 3 - 7 1 1  ( 1 四 9 )
N .  s u g a w a r a ,  T .  T o m i t a ,  T .  s a t o ,  a n d  Y . 1 く a m i o ,  A s s e n l b l y  o f  s t α つ h y l o c 0 ι C N S
( 3 3 )
α 1 ι ア ι 1 イ S  l e u k o c i d i n  i n l o  a  p 0 1 ' e ・ f o n 〕 1 i n g  r i n g ・ s h a p e d  o l i g o m e r  o n  h u m a n
P o l y m o r P 1 1 0 n u c l e a r  l e u l く O c y t e s  a n d  r a b b i l  a y 1 1 U ' o c y t e s ,  B i o s c i . お i o t e c h n 0 1 .
B i o c h e m . , 6 3 , 8 8 4 - 8 9 1  a 9 9 9 )
A .  s h l m a l a n i ,  J .  K a n e l く 0 , 1 .  T o m i l a ,  a n d  Y .  K a m i o ,  c o n s t r u c t i o n  o f  a  L u k F ・ P V
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